
 

 

                                         

（案） 

 
 

 

地域森林計画（変更計画）書                                 
 

 

 

（山梨東部森林計画区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自  平成２６年 ４月 １日 

計画期間  

至  平成３６年 ３月３１日 

    （変更年月 平成２８年 月） 

 

山  梨  県 

資料４ 



 



 

 

変更理由 

 

１ 鳥獣害を防止するための措置を実施すべき森林の区域の基準その他の鳥獣害の防

止に関する事項」を追加 

 森林法改正により規定された、「鳥獣害を防止するための措置を実施すべき森林の区

域の基準その他の鳥獣害の防止に関する事項」について追加するものである。 

 

２ 間伐立木材積その他の伐採立木材積の変更 

 「全国森林計画」の変更（平成２８年５月）及び「やまなし森林・林業振興ビジョン」の策

定（平成２７年１２月）を受けて、伐採材積を変更するものである。 

 

３ 間伐面積の変更 

 間伐立木材積の計画変更に伴い、間伐面積を変更するものである。 

 

４ 人工造林及び天然更新別の造林面積の変更 

 主伐立木材積の計画変更に伴い、造林面積を変更するものである。 

 

５ 林道等の開設及び改良路線の追加 

富士吉田市ほかにおいて、木材の搬出や必要な森林施業を効果的かつ効率的に実

施するための林道の開設路線及び既設路線における通行車両の安全確保を図るため

の林道の改良路線をそれぞれ追加するものである。 
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本文中、前計画書とは平成２６年４月１日施行の地域森林計画書である。 

 また、変更のない計画事項及び項目は、計画事項又は項目名のみを記載する

こととし、計画事項及び項目名に一部変更がある場合は、本計画に読み替える

ものとする。 

 

Ⅰ計画の大綱 

   

第１ 森林計画区の概況 

１ 位置及び面積 

前計画書のとおり。 

２ 自然的背景 

前計画書のとおり。 

３ 社会的経済的背景 

前計画書のとおり。 

４ 計画区内森林の現況 

前計画書のとおり。 

 

第２ 前計画の実行結果の概要及びその評価 

１ 伐採立木材積 

前計画書のとおり。 

２ 人工造林及び天然更新別の造林面積 

前計画書のとおり。 

３ 林道の開設及び拡張の数量 

前計画書のとおり。 

４ 保安施設の整備 

前計画書のとおり。 

５ 要整備森林の施業の区分別面積 

前計画書のとおり。 

 

第３ 計画樹立に当たっての基本的な考え方 

１ 計画区の課題 

前計画書のとおり。 

２ 計画の基本的事項 

前計画書のとおり。 
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Ⅱ計画事項 

 

第１ 計画の対象とする森林の区域 

１ 地域森林計画の対象とする市町村別の森林面積 

前計画書のとおり。 

 

第２ 森林の整備及び保全に関する基本的な事項 

１ 森林の整備及び保全の目標、基本方針に関する基本的な事項 

（１）森林の整備及び保全の目標 

前計画書のとおり。 

（２）森林の整備及び保全の基本指針 

前計画書のとおり。 

（３）計画期間において到達し、かつ、保持すべき森林資源の状態等 

前計画書のとおり。 

２ その他必要な事項 

前計画書のとおり。 

 

第３ 森林の整備に関する事項 

１ 森林の立木竹の伐採に関する事項（間伐に関する事項を除く。） 

（１）立木の伐採（主伐）の標準的な方法に関する指針 

前計画書のとおり。 

（２）立木の標準伐期齢に関する指針 

前計画書のとおり。 

（３）その他必要な事項 

前計画書のとおり。 

２ 造林に関する事項 

（１）人工造林に関する指針  

前計画書のとおり。 

（２）天然更新に関する指針  

前計画書のとおり。 

（３）植栽によらなければ適確な更新が困難な森林に関する指針 

前計画書のとおり。 
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３ 間伐及び保育に関する基本的事項 

（１）間伐を実施すべき標準的な林齢及び間伐の標準的な方法に関する指針 

 前計画書のとおり。 

（２）保育の標準的な方法に関する指針 

前計画書のとおり。 

（３）その他必要な事項 

前計画書のとおり。 

 

４ 公益的機能別施業森林等の整備に関する事項 

（１）公益的機能別施業森林の区域の基準及び当該区域内における施業の方法

に関する指針 

前計画書のとおり。 

（２）木材の生産機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林の区

域の基準及び当該区域内における施業の方法に関する指針 

前計画書のとおり。 

 

５ 林道等の開設その他林産物の搬出に関する事項 

（１）林道等の開設及び改良に関する基本的な考え方 

前計画書のとおり。 

（２）効率的な森林施業を推進するための路網密度の水準及び作業システムの

基本的な考え方 

前計画書のとおり。 

（３）路網整備と併せて効率的な森林施業を推進する区域（路網整備等推進区

域）の基本的な考え方 

前計画書のとおり。 

（４）路網の規格・構造についての基本的な考え方 

前計画書のとおり。 

（５）更新を確保するため林産物の搬出方法を特定する森林の所在及びその搬

出方法 

前計画書のとおり。 

 

６ 委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施、森林施業の共同化

その他森林施業の合理化に関する事項 

（１）森林の経営の受委託等による森林の経営規模の拡大及び森林施業の共同

化に関する方針 
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前計画書のとおり。 

（２）林業に従事する者の養成及び確保に関する方針 

前計画書のとおり。  

（３）作業システムの高度化に資する林業機械の導入の促進に関する方針 

前計画書のとおり。 

（４）林産物の利用の促進のための施設の整備に関する指針 

前計画書のとおり。 

（５）その他必要な事項 

前計画書のとおり。 

 

第４ 森林の保全に関する事項 

１ 森林の土地の保全に関する事項 

（１）樹根及び表土の保全その他森林の土地の保全に特に留意すべき森林の地

区 

前計画書のとおり。 

（２）森林の土地の保全のため林産物の搬出方法を特定する必要のある森林及

びその搬出方法 

前計画書のとおり。 

（３）土地の形質の変更に当たって留意すべき事項 

前計画書のとおり。 

（４）その他必要な事項 

前計画書のとおり。 

２ 保安施設に関する事項 

（１）保安林の整備に関する方針 

前計画書のとおり。 

（２）保安施設地区の指定に関する方針 

前計画書のとおり。 

（３）治山事業の実施に関する方針 

前計画書のとおり。 

（４）特定保安林の整備に関する事項 

前計画書のとおり。 

（５）その他必要な事項 

前計画書のとおり。 
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３ 鳥獣害の防止に関する事項 

（１）鳥獣害防止森林区域の基準及び当該区域内における鳥獣害の防止の方法

に関する方針 

   鳥獣害を防止するための措置を実施すべき森林の区域（以下「鳥獣害防

止森林区域」という。）の設定及び鳥獣害の防止の方法については、市町

村森林整備計画において定めるものとするが、その指針として次により区

域の設定の基準及び鳥獣害の防止の方法に関する方針等を定めた。 

 

ア 区域の設定の基準 

   鳥獣害を防止するための措置を実施すべき森林の区域（以下「鳥獣害防

止森林区域」という。）の対象とする鳥獣（以下「対象鳥獣」という。）

は、ニホンジカとするが、必要に応じてその他の森林に被害を与える鳥獣

を対象とすることができる。 

鳥獣害防止森林区域の対象とする森林は、「鳥獣害防止森林区域の設定

に関する基準について」（平成２８年１０月２０日付け２８林整研第  

１８０号林野庁長官通知）に基づき、対象鳥獣による森林被害の状況等を

把握できる全国共通のデータ等に基づき、対象鳥獣による食害や剥皮等の

被害がある森林又はそれらの被害がある森林の周辺に位置し、被害発生の

おそれのある森林であって、人工林を基本として設定するが、地域におけ

る森林資源の状況に応じて天然林も含めることができる。 

また、鳥獣害防止森林区域は林班単位に対象鳥獣別に設定するが、対象

鳥獣ごとの区域を重複して設定できるものとする。 

 

  イ 鳥獣害の防止の方法に関する方針 

   森林の適確な更新及び造林木の確実な育成を図るため、地域の実情に応

じて、対象鳥獣別に、当該対象鳥獣による被害を防止するために効果を有

すると考えられる方法により、植栽木の保護措置又は捕獲による鳥獣害防

止対策を推進することとする。 

この際、関係行政機関等と連携して対策することとし、鳥獣保護管理施

策や農業被害対策等と連携・調整に努める必要がある。 

 

（２）その他必要な事項 

    鳥獣害防止森林区域内における鳥獣害の防止の方法の実施状況の確

認については、必要に応じて現地調査による他、区域内で森林施業を

行う林業事業体や森林所有者等からの情報収集等により行うものとす
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る。 

 

４ 森林病害虫の駆除及び予防その他の森林の保護に関する事項 

（１）森林病害虫等の被害対策の方針 

前計画書のとおり。 

（２）鳥獣による森林被害対策の方針（３に掲げる事項を除く。） 

鳥獣害防止森林区域の対象鳥獣以外の野生鳥獣による森林被害につい

ては、その防止に向け、鳥獣保護管理施策や農業被害対策との連携を図

りつつ、森林被害のモニタリングを実施し、その結果を踏まえた捕獲や、

市町村、森林組合、森林所有者等が協力して実施する計画的な防護柵等

の設置や、広域的な防除活動等を総合的かつ効果的に推進する。 

また、野生鳥獣との共存にも配慮した針広混交林の整備、野生鳥獣と

地域住民の棲み分けを図るための緩衝帯の整備等を推進する。 

（３）林野火災の予防の方針 

前計画書のとおり。 

 

第５ 保健機能森林の区域の基準その他保健機能森林の整備に関す

る事項 

１ 保健機能森林の区域の基準 

前計画書のとおり。 

２ その他保健機能森林の整備に関する事項 

（１）保健機能森林の区域内の森林における施業の方法に関する指針 

前計画書のとおり。 

（２）保健機能森林の区域内における森林保健施設の整備に関する指針 

前計画書のとおり。 

（３）その他必要な事項 

前計画書のとおり。 

 

第６ 計画量等 

１ 間伐立木材積その他の伐採立木材積 

単位　材積：百m3

総数 針葉樹 広葉樹 総数 針葉樹 広葉樹 総数 針葉樹 広葉樹

総数 13,758 12,888 870 3,269 2,472 797 10,489 10,416 73

前半5ヵ年
の計画量

6,242 5,829 413 1,560 1,179 381 4,682 4,650 32

間伐総数 主伐
区分
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２ 間伐面積 

単位　面積：ha

間伐面積

総数 27,300

前半5ヵ年の計画量 11,700

区分

 

 

３ 人工造林及び天然更新別の造林面積 

 

単位　面積：ha

人工造林 天然更新

総数 1,487 3,317

前半5ヵ年の計画量 710 1,573

区分

 

 

４ 林道の開設及び拡張に関する計画 

 

単位　延長：km

路線数 延長 路線数 延長 路線数 延長 路線数 延長

計画総数 70 69.9 11 18.0 119 139.4 79 92.0

区分
開設 改築 改良 舗装

 

 

詳細については、別紙一覧表のとおり。 
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別紙 

①  開設 

単位　延長：km　面積:ha

開設／拡張 種類 区分 位置（市町村） 路線名
延長及び
箇 所 数

利用区域
面　　積

前半5ヵ年の
計画箇所

対図番号 備考

開設 自動車道 林業専用道 富士吉田市  富士大石1号支線 0.7 84 ○ 1

〃 〃 〃 〃 滝 沢 １ 号 支 線 1.3 38 ○ 2

2 2.0

開設 自動車道 林道 都　留　市 菅 野 盛 里 2.1 1,539 ○ 3

〃 〃 〃 〃 細 野 鹿 留 6.3 1,869 ○ 4

〃 〃 〃 〃 盛 里 1.2 180 5

〃 〃 〃 〃 盛 里 王 の 入 1.0 165 ○ 6

開設(改築) 〃 〃 〃 細 野 鹿 留 (3.0) 1,869 ○

〃 〃 〃 〃 黒 野 田 (1.0) 1,925

〃 〃 〃 〃 鹿 留 (2.0) 1,285

〃 〃 〃 〃 盛 里 (1.9) 526

(4) (7.9)

4 10.6

開設 自動車道 林道 大月市 大 蔵 沢 大 鹿 1.0 1,224 ○ 7

〃 〃 〃 〃 扇 山 0.2 267 9

〃 〃 〃 〃 金 山 0.5 504 10

〃 〃 〃 〃 船 橋 0.6 75 11

〃 〃 〃 〃 大 鹿 0.5 192 12

〃 〃 〃 〃 峰 山 0.3 42 13

〃 〃 〃 〃 百 蔵 0.5 117 14

〃 〃 〃 〃 梁 川 0.3 92 15

〃 〃 〃 〃 清 水 入 0.5 40 16

〃 〃 〃 〃 朝 日 小 沢 0.5 53 17

〃 〃 〃 〃 札 金 0.6 280 18

〃 〃 〃 〃 原 入 0.5 91 19

〃 〃 〃 〃 側 子 峠 0.7 133 20

〃 〃 〃 〃 滝 子 沢 0.7 81 21

〃 〃 〃 〃 梅 久 保 0.5 31 22

〃 〃 〃 〃 大 入 0.5 65 23

〃 〃 〃 〃 宮 谷 沢 0.5 51 24

〃 〃 〃 〃 大 沢 川 0.5 73 25

〃 〃 〃 〃 桑 西 0.5 65 26

〃 〃 〃 〃 奈 良 子 大 峠 0.5 80 27

〃 〃 〃 〃 鈴懸大地峠 4.0 1,000 ○ 63

〃 〃 林業専用道 〃 船 窪 １ 号 支 線 1.8 70 28

〃 〃 〃 〃  大蔵沢大鹿１号支線 4.0 11 64

開設(改築) 〃 林道 〃 黒 野 田 (2.0) 1,925

〃 〃 〃 〃 奈 良 子 (2.0) 2,290

〃 〃 〃 〃 真 木 小 金 沢 (2.0) 4,115 ○

(3) (6.0)

23 20.2

小計

小計

小計



 

9 

 

単位　延長：km　面積:ha

開設／拡張 種類 区分 位置（市町村） 路線名
延長及び
箇 所 数

利用区域
面　　積

前半5ヵ年の
計画箇所

対図番号 備考

開設 自動車道 林道 上野原市 富 士 東 部 北 0.5 1,313 ○ 8

〃 〃 〃 〃 富 士 東 部 南 1.2 610 ○ 29

〃 〃 〃 〃 小 棡 藤 尾 0.3 50 30

〃 〃 〃 〃 沢 渡 小 棡 0.3 90 31

〃 〃 〃 〃 千 足 0.3 80 32

〃 〃 〃 〃 奈 良 山 0.5 81 33

〃 〃 〃 〃 日 高 0.5 117 34

〃 〃 〃 〃 小 裾 辺 0.5 129 35

〃 〃 〃 〃 神 田 木 0.3 92 36

〃 〃 〃 〃 金 山 0.5 35 37

〃 〃 〃 〃 和 見 桑 久 保 0.5 26 38

〃 〃 〃 〃 藤 尾 0.5 60 39

〃 〃 〃 〃 盛 里 王 の 入 0.5 75 6

〃 〃 〃 〃 穴地 3.0 210 65

〃 〃 〃 〃 鈴懸大地峠 6.0 500 ○ 66

15 15.4

開設 自動車道 林道 道志村 富 士 東 部 南 0.4 1,285 ○ 29

〃 〃 〃 〃 板 橋 0.7 30 40

〃 〃 〃 〃 道 坂 0.5 60 41

〃 〃 〃 〃 大 室 指 0.5 262 42

4 2.1

開設 自動車道 林道 忍野村 寺 久 保 1.0 97 ○ 43

〃 〃 〃 〃 内 野 1.0 142 ○ 44

〃 〃 〃 〃 忍 草 1.0 152 ○ 45

〃 〃 〃 〃 腰 巻 0.5 53 46

〃 〃 〃 〃 二 十 曲 峠 公 園 0.5 51 47

〃 〃 〃 〃 内 野 石 割 0.5 187 48

開設(改築) 〃 〃 〃 鹿 留 (1.0) 183 ○

〃 〃 〃 〃 明 見 忍 野 (1.0) 110 ○

(2) (2.0)

6 4.5

開設 自動車道 林業専用道 富士河口湖町  西川新倉１号支線 1.3 39 49

開設(改築) 自動車道 林道 〃 逢 坂 (1.4) 1,925

(1) (1.4)

1 1.3

開設 自動車道 林業専用道 鳴沢村 東 軒 １ 号 支 線 2.3 95 ○ 50

〃 〃 〃 〃 大田和１号 支線 1.7 81 ○ 51

〃 〃 〃 〃 軽 水1号支線 3.3 70 52

3 7.3

開設 自動車道 林道 小菅村 大 長 作 0.7 137 53

〃 〃 〃 〃 大 丹 波 峠 0.3 37 54

〃 〃 〃 〃 小 沢 0.3 35 55

〃 〃 〃 〃 棚 沢 大 成 0.3 52 56

〃 〃 〃 〃 小 永 田 0.9 19 57

小計

小計

小計

小計

小計
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単位　延長：km　面積:ha

開設／拡張 種類 区分 位置（市町村） 路線名
延長及び
箇 所 数

利用区域
面　　積

前半5ヵ年の
計画箇所

対図番号 備考

開設 自動車道 林道 小菅村 渡 茶 ア 山 沢 入 0.5 62 58

〃 〃 〃 〃 大長作 0.9 48 67

開設(改築) 〃 〃 〃 玉 川 (0.8) 372

(1) (0.8)

7 3.9

開設 自動車道 林道 丹波山村 貝 沢 0.3 153 59

〃 〃 〃 〃 山 王 沢 1.0 57 60

〃 〃 〃 〃 大 指 0.3 60 61

〃 〃 〃 〃 杉 奈 久 保 0.7 132 62

〃 〃 林業専用道 〃 山王沢１号 支線 0.3 54 ○ 60

5 2.6

(11) (18.1)

70 69.9
開設合計

小計

小計

 

②  改良 

開設／拡張 種類 区分
位置

（市町村）
路線名

延長及び
箇 所 数

利用区域
面　　積

前半5ヵ年の
計画箇所

備考

拡張（改良） 自動車道 林道 富士吉田市 滝 沢 1.0 2,484 ○

〃 〃 〃 〃 富 士 山 中 1.0 1,201

〃 〃 〃 〃 富 士 0.5 1,912

〃 〃 〃 〃 西 川 新 倉 1.0 1,550

〃 〃 〃 〃 富 士 大 石 1.5 387

〃 〃 〃 〃 細 尾 野 1.0 159

〃 〃 〃 〃 小 富 士 1.5 212

〃 〃 〃 〃 鷹 丸 尾 1.0 582

〃 〃 〃 〃 侭 下 1.0 215

〃 〃 〃 〃 明 見 忍 野 0.5 169

〃 〃 〃 〃 大 明 見 0.8 287

〃 〃 〃 〃 明 見 0.5 165

〃 〃 〃 〃 富 士 見 台 0.5 145

〃 〃 〃 〃 小 明 見 0.5 130

〃 〃 〃 〃 白 糸 1.0 120

〃 〃 〃 〃 不 動 湯 0.5 35

〃 〃 林業専用道 〃  富士大石１号支線 0.7 84

〃 〃 〃 〃 滝沢１号支線 1.3 38

18 15.8

拡張（改良） 自動車道 林道 都　留　市 鹿 留 3.0 1,285

〃 〃 〃 〃 菅 野 盛 里 1.0 1,539

〃 〃 〃 〃 鹿 留 支 線 1.0 198

〃 〃 〃 〃 外 ヨ リ 沢 1.5 169

〃 〃 〃 〃 前 ヨ リ 沢 1.5 123

単位　延長：ｋｍ　面積：ｈａ

小計
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開設／拡張 種類 区分
位置

（市町村）
路線名

延長及び
箇 所 数

利用区域
面　　積

前半5ヵ年の
計画箇所

備考

拡張（改良） 自動車道 林道 都　留　市 盛 里 1.2 526

〃 〃 〃 〃 札 金 1.0 119

〃 〃 〃 〃 大 野 1.3 50

〃 〃 〃 〃 大 棚 1.0 162

〃 〃 〃 〃 菅 野 0.5 448

10 13.0

拡張（改良） 自動車道 林道 大月市 黒 野 田 1.0 1,925 ○

〃 〃 〃 〃 真木小金沢 4.0 4,115 ○

〃 〃 〃 〃 奈 良 子 5.0 2,290 ○

〃 〃 〃 〃 土 室 日 川 1.0 1,813

〃 〃 〃 〃 焼山沢真木 1.0 939

〃 〃 〃 〃 遅 能 戸 1.0 487

〃 〃 〃 〃 金 山 2.0 504

〃 〃 〃 〃 小 金 沢 山 1.0 355

〃 〃 〃 〃 富士東部北 1.0 1,313

〃 〃 〃 〃 大 入 1.3 120

〃 〃 〃 〃 越 又 0.5 266

〃 〃 〃 〃 追 分 0.5 189

〃 〃 〃 〃 橋 倉 1.2 98

〃 〃 〃 〃 林 0.8 102

〃 〃 〃 〃 大久保袴着 0.5 136

〃 〃 〃 〃 鈴 懸 峠 1.0 282

〃 〃 〃 〃 扇 山 1.2 194

〃 〃 〃 〃 宮 谷 1.2 200

〃 〃 〃 〃 奥 山 0.3 175

〃 〃 〃 〃 大 鹿 0.3 192

〃 〃 〃 〃 大蔵沢大鹿 5.0 1,224

〃 〃 〃 〃 葛 野 川 3.8 48

22 34.6

拡張（改良） 自動車道 林道 上野原市 富士東部北 1.0 1,313

〃 〃 〃 〃 富士東部南 0.5 1,285

〃 〃 〃 〃 檜 尾 根 0.3 88

〃 〃 〃 〃 和 見 棚 頭 1.6 402

〃 〃 〃 〃 鶴 島 杖 突 1.6 64

〃 〃 〃 〃 入 山 2.0 243

〃 〃 〃 〃 穴 路 0.5 70

〃 〃 〃 〃 奈 良 山 0.5 81

〃 〃 〃 〃 日 高 0.5 117

〃 〃 〃 〃 阿 夫 利 0.5 181

〃 〃 〃 〃 暮 ヶ 沢 0.5 83

〃 〃 〃 〃 小 裾 辺 0.5 129

〃 〃 〃 〃 栗 谷 0.5 98

〃 〃 〃 〃 遠 所 0.5 9

小計

小計

単位　延長：ｋｍ　面積：ｈａ
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開設／拡張 種類 区分
位置

（市町村）
路線名

延長及び
箇 所 数

利用区域
面　　積

前半5ヵ年の
計画箇所

備考

拡張（改良） 自動車道 林道 上野原市 神 田 木 1.0 185

〃 〃 〃 〃 金 波 美 0.5 130

〃 〃 〃 〃 無 生 野 0.5 306

〃 〃 〃 〃 大 地 峠 1.5 149

〃 〃 〃 〃 鳥 屋 0.5 70

〃 〃 〃 〃 王 の 入 1.0 554

〃 〃 〃 〃 腰 掛 1.0 1,484 ○

21 17.0

拡張（改良） 自動車道 林道 道志村 富士東部南 1.0 1,285

〃 〃 〃 〃 野 原 0.4 171

〃 〃 〃 〃 椿 0.5 225

〃 〃 〃 〃 田 代 0.5 98

〃 〃 〃 〃 田 代 椿 0.5 345

〃 〃 〃 〃 戸 渡 0.5 288

〃 〃 〃 〃 越 路 0.5 125

〃 〃 〃 〃 室 久 保 5.3 602

〃 〃 〃 〃 ム ジ ナ 0.5 86

〃 〃 〃 〃 西 沢 3.4 344

〃 〃 〃 〃 東 沢 1.6 405

〃 〃 〃 〃 御 正 体 0.5 217

〃 〃 〃 〃 白 井 平 0.5 62

〃 〃 〃 〃 鳥 屋 之 沢 0.4 70

〃 〃 〃 〃 道 坂 0.5 70

〃 〃 〃 〃 掛 水 0.5 93

〃 〃 〃 〃 椿 ・ 大室 指 1.0 53 ○

〃 〃 〃 〃 道 坂 菜 畑 1.0 216

18 19.1

拡張（改良） 自動車道 林道 忍野村 鹿 留 0.5 183 ○

〃 〃 〃 〃 明 見 忍 野 0.5 110

2 1.0

拡張（改良） 自動車道 林道 鳴沢村 軽 水 1.0 1,802

〃 〃 〃 〃 富 士 1.5 1,912

〃 〃 〃 〃 鳴 沢 1.0 429

〃 〃 〃 〃 船 津 1.0 58

〃 〃 〃 〃 八 軒 0.5 159

〃 〃 〃 〃 サワラ 山 北 0.5 76

〃 〃 〃 〃 大 田 和 1.0 318

〃 〃 林業専用道 〃 東軒１号支線 2.3 95

〃 〃 〃 〃 大和田１号支線 1.7 81

9 10.5

拡張（改良） 自動車道 林道 富士河口湖町 西 川 新 倉 4.0 1,550

〃 〃 〃 〃 清 八 2.0 120

小計

小計

小計

小計

単位　延長：ｋｍ　面積：ｈａ
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開設／拡張 種類 区分
位置

（市町村）
路線名

延長及び
箇 所 数

利用区域
面　　積

前半5ヵ年の
計画箇所

備考

拡張（改良） 自動車道 林道 富士河口湖町 霜 山 1.0 127

〃 〃 〃 〃 白 滝 2.0 143

〃 〃 〃 〃 中 沢 0.5 183

〃 〃 〃 〃 逢 坂 1.0 618

〃 〃 〃 〃 本 栖 1.2 648

〃 〃 〃 〃 竜 ヶ 岳 1.0 168

8 12.7

拡張（改良） 自動車道 林道 小菅村 笹 畑 1.0 170

〃 〃 〃 〃 玉 川 2.0 372

〃 〃 〃 〃 棚 沢 今 川 3.4 165 ○

〃 〃 〃 〃 大 丹 波 峠 0.5 47

〃 〃 〃 〃 棚 沢 大 成 3.3 168

〃 〃 〃 〃 コ ア ラ シ 2.1 69

6 12.3

拡張（改良） 自動車道 林道 丹波山村 貝 沢 0.5 297

〃 〃 〃 〃 大 指 1.0 115

〃 〃 〃 〃 杉 奈 久 保 1.0 132

〃 〃 〃 〃 マ リ コ 0.6 48

〃 〃 〃 〃 山王沢１号支線 0.3 54

5 3.4

119 139.4拡張（改良）合計

単位　延長：ｋｍ　面積：ｈａ

小計

小計

小計

 

 

③  舗装 

前計画書のとおり。 

 

５ 保安林整備及び治山事業に関する計画 

（１）保安林として管理すべき森林の種類別面積等 

前計画書のとおり。 

（２）保安施設地区として指定することを相当とする土地の所在及び面積等 

前計画書のとおり。 

（３）実施すべき治山事業の数量 

前計画書のとおり。 

 

６ 要整備森林の所在及び面積並びに要整備森林について実施すべき森林施

業方法及び時期 

前計画書のとおり。 
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第７ その他必要な事項 

１ 保安林その他法令により施業について制限を受けている森林の施業方法 

前計画書のとおり。 


